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あ ーっ地震だ!
そ の

と き あなたは

落ちつ い
て 行 動 で き ます か

閇卜瞬のうちに私たちの生命、。1・しヽ' つてしまう大地震。そ
心畄周期は6@疵蚰I数詞` む言' 馮gます。今、私たちの住む
・蓬、ヽ・、` 。冦贏祓-。11。I sヽ、aせん。地震の発生を止
屋靤' 顎、ヽ詣。゛豐4限に食い止めることはで　

゛。z|、・i MsX。6s災意識を持ち、準備

齟薗1

ま
笳自61・i 邸、ぼsり碵。` a謎i

9月1 日は防災の日

日
ご
ろ
の
訓
練
が
命
を
救
う

9
刋
1
曰
(
睛
臾
の
曰
)
、
a
で
は
麭

屎
拔
咨
に
僥
え
、
綛
ら
睛
夾
涓
楝
を
衍

い
ま
す
。
齧
嶷
・
洒
晧
耆
を
は
じ
め
酊

僉
・
皀
洽
僉
な
ど
妁
4
0
圀
沐
、
參
匐
懣
3

于
λ
を
趙
え
る
亢
擺
幎
な
瀏
緤
で
す
。

こ
の
剴
楝
は
、
闃
柬
尢
汕
飃
(
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
7
9
)
緻
の
迪
霾
筱
罟
を
愬
忿
し
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
綮
忿
忿
懣
の
幢

迸
、俐
簇
ビ
ル
か
ら
の
敘
畄
敘
貽
剽
楝

な
ど
、臾
跌
さ
な
が
ら
に
疔
う
も
の
で

す
。眥
さ
ん
も
い
ざ
と
い
う
畤
に
黌
え
、

ぜ
ひ
ご
兒
孛
く
だ
さ
い
。畤
閭
彑
t

前
8
時
3
0
分
～
正
午
場
所
=
関
原
一

丁
目
地
先
荒
川
河
川
敷
左
岸
(
西
新
井

橋
～
千
住
新
橋
間
)
※
当
日
、西
新

井
橋
付
近
は
、訓
練
車
両
等
の
通
行
で
、

道
路
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練
で
は
、
消
火
訓
練
等

の
た
め
に
大
量
の
放
水
を
行
い
ま
す

が
、
渇
水
の
状
況
に
よ
っ
て
は
放
水
の

中
止
あ
る
い
は
河
川
の
水
を
利
用
す
る

な
ど
訓
練
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

警
戒
宣
言
伝
達
訓
練

9
月
1
日
(木
)サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す

9
月
1
日
(
木
)
、
午
前
8
時
3
0分
、

区
内
一
斉
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

こ
の
サ
イ
レ
ン
は
、
東
海
地
震
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
発
令
す
る
「
警

戒
宣
言
」
を
み
な
さ
ん
に
伝
え
る
訓
練

で
す
。
サ
イ
レ
ン
は
、
み
な
さ
ん
が
毎

日
、
耳
に
し
て
い
る
I

焼
け
放
挿

と
同
じ
防
災
行
政
無
線
固
定
系
の
ス
ピ

ー
カ
ー
か
ら
鳴
り
ま
す
(
4
5秒
鳴
り
1
5

秒
休
む
I
の
3
回
く
り
返
し
)
。9
月
1

日
の
サ
イ
レ
ン
は
、あ
く
ま
で
も
訓
練

で
す
が
、実
際
に
「警
戒
宣
言
」が
発

令
さ
れ
た
場
合
に
は
、テ
レ
ビ
ー
ラ
ジ

オ
な
ど
か
ら
。
正
し
い
情
報
"
を
つ
か

み
、湎
切
な
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
ま
ち
は

私
た
ち
で
守
ろ
う
!
!

関
東
大
地
震
で
は
、
約
4
4万
棟
の
家

屋
が
焼
失
し
ま
し
た
。東
京
の
下
町
が
、

ほ
と
ん
ど
焼
失
し
た
中
で
、
神
田
佐
久

間
町
と
和
泉
町
だ
け
が
奇
跡
的
に
焼
け

残
り
ま
し
た
。こ
こ
だ
け
が
焼
け
な
か

っ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、

住
ん
で
い
る
人
々
が
自
分
た
ち
の
手
で

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
守
っ
た
か
ら
で

す
。
こ
の
二
つ
の
町
で
は
、
自
前
の
消

防
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
、
回
り
か
ら
や
っ

て
来
る
火
を
消
し
止
め
た
の
で
す
。

関
東
大
地
震
と
同
規
模
の
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
火
災
が
同
時
に
多
発
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
消
火
す

る
に
は
、
消
防
署
や
行
政
の
力
だ
け
で

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
町

は
自
分
た
ち
で
守
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

足
立
区
で
も
、
こ
れ
を
教
訓
と
し
て

区
民
消
火
隊
を
組
織
し
、
消
防
ポ
ン
プ

を
配
備
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
1
4
1台の

ポ
ン
プ
が
万
一
に
備
え
て
い
ま
す
。

区
民
消
火
隊
を
結
成
し
て
い
な
い
防

災
区
民
組
織
は
、
ぜ
ひ
、
結
成
し
て
く

だ
さ
い
。
消
防
ポ
ン
プ
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
は
、
区
と
消
防
署
お
よ
び
消
防

団
が
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

天災は忘れたころに…
あ れ か ら71 年

大正12年9 月1 日、土曜日。午
前11時58分44秒。マグニチュード79
の大地震が東京を直撃。昼食の

準備で忙しい家庭や料理店の台所
では、油の入ったなべなどがひっ
くり返り火災が発生。
東京で は。80ヵ所以上から出火。

うち半数はただちに消火し ました
が、残った所から燃え広がった火
は、飛び火し て約150ヵ所となり3
日間燃え続けました。
□ 当時の東京市… 人口227万人
< 人的被害>
し 死 者5 万8000 人
[ >行方不明者8000 人
(地震の被害は東京の下町に集中)
東京地方に、当時と同規模の地震
が襲った場合
□ 現在の東京都…人口約1200万人
< 足立区の人的被害予想>
し>死 者488 人
レ 負傷者6658 人

(東京都の被害想定による)

関 東 大 地 震を
体験し よう! !

防
災
訓
練
に
「
震
太
く
ん
」

区
に
は
、
地
震
を
体
験
で
き
る
串
「
震
太
く
ん
」

が
あ
り
ま
す
。
関
東
大
地
震
を
体
験
し
た
人
は
も
う

少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、「
震
太
く
ん
」は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
関
東
大
地
震
を
再
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
9の
大
地
震
が
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
、
一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
町
会
・
自
治
会
・
学
校
な
ど
で
行
う
防
災
訓
練

に
「
震
太
く
ん
」
が
う
か
が
い
ま
す
。

リブ イン' 94
( わたしの便利帳)

9 月上旬に全世帯に
「リブ イン ーLi vi ng ・I nf ormat i on

」( わた し の 便 利 帳) が でき まし

た 。 こ れ は1 年 お き に発 行 し てい
る も の で 、 今回 発 行 する も の は 前

回 の 改 訂版 で す 。

区 や 暮 らし の情 報 など を 見 や す

く ま と め てあ り ます。 お 手 元 に 置
き ご 活 用 くだ さ い 。9 月 中 旬 ご ろ

まで に 、 シ ルバ ー人 材 セン タ ー の

会 員 が 各 家 庭 にお 届 けし ます 。

問 先 一 千 僅 本庁 舍 ・ 広 報係
S3882- 1U1 ㈹

防災 につい ての問 い 合 わ せ は
中央本町庁舎・災害対策課33880- 5011( 2

面に関連のお知らせ)

葦
立
ち

水
猛
暑
の
夏
も
終
り
に
近
づ
い
て

き
ま
し
た
が
、
お
元
気
に
お
す
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
日
照
り
続
き
の

今
夏
は
、
全
国
的
に
水
不
足
と
な

り
ま
し
た
。
便
利
な
都
会
生
活
で

つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
が
、
水
底
を

現
し
た
貯
水
ダ
ム
の
光
景
は
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
が
い
か
に
自
然
の

恵
み
を
受
け
て
成
り
た
っ
て
い
る

か
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ま
す
。

考
え
て
み
ま
す
と
、
足
立
の
歴

史
は
水
と
の
戦
い
で
し
た
。
利
根

川
の
度
重
な
る
氾
濫
を
防
ぐ
た
め

綾
瀬
川
を
隅
田
川
に
つ
け
か
兄
た

江
戸
時
代
。
明
治
末
年
の
隅
田
川

の
大
洪
水
に
よ
り
、
2
0年
の
歳
月

を
か
け
て
開
削
さ
れ
た
荒
川
放
水

路
。
戦
後
は
排
水
設
備
の
充
実
に

力
が
注
が
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今

は
、
治
水
と
と
も
に
、
水
を
大
切

な
資
源
と
考
え
生
か
す
工
夫
を
し

て
お
り
ま
す
。
水
辺
に
親
し
め
る

ス
ー
パ
ー
堤
防
、
雨
水
を
利
用
し

た
水
洗
ト
イ
レ
や
親
水
水
路
等

区
民
の
皆
様
に
も
、
ぜ
ひ
節
水

と
残
り
水
の
活
用
を
お
願
い
し
た

く
思
い
ま
す
。
街
路
樹
は
气

水

不
足
で
大
変
弱
っ
て
い
ま
す
。
風

呂
の
残
り
水
や
米
の
と
き
汁
な
ど

を
街
路
樹
に
わ
け
て
や
っ
て
く
だ

さ
い
。
ひ
と
夏
で
3
千
株
以
上
の

つ
つ
じ
が
枯
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
水
と
緑
を
守
る
た
め
、
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

区
長
　古
性
直

◎ 毎月1 日( EXP) ・10日・25日発行 ◎ 水不足 のため節水にご協力を! !
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集
団
で
避
難
を
!

「
一
時
集
合
場
所
」

大
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、自
動
車
の
混
乱
、

火
災
、
避
難
場
所
へ
の

人
の
集
中
、
哺
報
の
混

乱
等
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
足
立
区
で
は
、
薯

察
官
や
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
引
率
で
避
離
す
る

「
集
団
避
難
」
方
式
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

「
一
時
集
合
場
所
」

は
、
集
団
で
避
難
を
す

る
た
め
の
最
初
に
集
合

す
る
場
所
で
す
。
こ
の

一
時
集
合
場
所
は
、
各
町
会
・
自
治
会

ご
と
に
決
ま
っ
て
お
り
、
場
所
を
わ
か

り
や
す
く
す
る
た
め
、
標
示
板
を
設
置

し
て
い
ま
す
(
写
真
右
下
参
照
)
。

災
害
発
生
時
に
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ

に
な
り
、
不
安
を
感
じ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
、
家
族
で
一
時
集

合
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
の
「
避
難
場
所
」は
ど
こ
?

避
難
場
所
(
右
下
の
地
図
参
照
)
と

は
、
大
地
霞
等
で
延
焼
火
災
が
発
生
し

た
豐
にに
、
大
火
か
ら
皆
さ
ん
の
命
を

守
る
た
め
の
堤
所
で
す
。
大
勢
の
人
が

避
難
で
き
る
広
さ
を
考
え
て
、
区
内
に
9

ヵ
所
の
避
難
場
所
を
指
定
し
て
い
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
避

難
場
所
・
避
難
方
法
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
族
が
曜
れ
ぱ
な

れ
に
な
っ
た
と
き
の
連
絡
先
や
落
ち
合

う
場
所
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。

避 難場所および避難道路

使
え
ま
す
か
?

消
火
器

区
で
は
、
8
千
7
8
1本の
消
火
器
を
町

会
・
自
治
会
に
配
爾
し
て
い
ま
す
。
大

き
な
火
災
も
火
元
は
小
さ
い
も
の
で

す
。「
地
震
だ
火
を
消
せ
y
J
―

も
し

出
火
し
て
も
小
さ
い
う
ち
な
ら
消
し
止

め
ら
れ
ま
す
。
消
火
器
を
使
え
る
よ
う

日
ご
ろ
か
ら
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

銀
色
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
中
身
は
?

「
ロ
ケ
ッ
ト
型
消
火
器
格
納
箱
」

環
7
や
一
部
主
要
道
路
沿
線
で
、
銀

色
の
ロ
ケ
ッ
ト
(
写
真
左
)
を
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
?

実
は
、
こ
の
ロ
ケ

ッ
ト
の
中
に
消
火
器
が
格
納
し
て
あ
る

ん
で
す
。こ
れ
は
、道
路
の
周
り
の
火
災

を
消
し
て
、
避
離
す
る
皆
さ
ん
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
避
雛
道
略
を
中
心

に
約
6
0
Sの
間
隔
で
設
置

し
て
お
り
、現
在
、区
内
に

千
3
1
1本あ
り
ま
す
。
こ
の

消
火
器
は
沿
線
で
発
生
し

た
火
災
の
初
期
消
火
に
も
利
用
で
き
ま

す

。
最
近
、
消
火
器
の
い
た
ず
ら
が
増

え
て
い
ま
す

。「
火
事
だ
!

」と
い
う
時
、

。中
が
空
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
な
い

よ
う
、い
た
ず
ら
等
に
は
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

災
害
に
備
え
て

家
庭
で
も
備
蓄
し
ま
し
ょ
う

災
害
に
備
え
、
区
内
6
ヵ
所
(
千
住

桜
木
・
保
木
閧
・
興
本
・
大
谷
田
・
舎

人
・
箆
浜
)
に
災
書
備
蓄
倉
嗽
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
倉
庫
に
は
、
乾
パ
ン

・
乳
児
用
粉
ミ
ル
ク
ー
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
な
ど
の
飲
料
・
ゴ
ザ
・
毛
布
・

ロ
ー
ソ
ク
・
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の
生
活

必
隔
品
と
医
薬
品
な
ど
の
物
品
が
備
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
れ
ら
区
で
備
蓄
し
て
い

る
物
品
だ
け
で
は
、
災
害
時
に
十
分
対

応
で
き
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ご
家
庭

で
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
家
庭

内
備
蓄
を
行
う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
非
常
用
食
橿
・
飲
み
水
・
医
薬
品

こ
フ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
・
ロ
ー
ソ
ク
ー

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
大
き
な
袋
に

つ
め
、
常
時
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
ガ
ー
ゼ
や
包
帯
・

三
角
布
な
ど
を
入
れ

た
救
急
箱
も
あ
る
と

安
心
で
す
。

防 災 に つい て の問 い 合 わ せ は
中央本町庁舎・災書対策課
3880 ―5011

宿 泊 施 設 インフ ォメ ーショ ン

1
1・
1
2月
分
の

利

用

案

内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

の
各
施
設
(
左
下
表
)
で
受

け
付
け
ま
す
。

申
込
=
公
社
の
各
施

設
で
販
充
す
る
申
込
(

ガ
キ
(
闌
円
)

に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た

は
持
参
(
I
グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り
ま

す
)
期
間
=
9
月
1
日
～
1
0
日
必
着
　

(抽
選
結
果
を
9
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
)

受
付
=
当
選
者
は
、1
0月
1
3日

ま
で
に
各
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

※
那
須
・
森
の
家
と
陽
河
原
あ
だ
ち
荘

の
1
2月
3
1日
の
宿
泊
申
し
込
み
は
、
―

月
分
の
利
用
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
。

● 各施設利用案内

那須・森の家と濕河原あだち荘の12月31日の宿泊申し込みは1 月分の利用申し込みになります。

● コミュ ニティ文 化・スポーツ公社一覧 表

● 受付時間=( 1) ～( 19) は午前9時～午後8時、( 20) は午前9時～午後5時、( 21) ( 22)
は午前10時～午後6時( 毎週月曜日休館)

空
き
室
の
利
用

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

利
用
月
の
前
月
の
第
2
金
曜
日
か
ら

瓦
い
ネ
ッ
ト
2
1」
で
予
約
で
き
ま
す
。

ま
た
、
公
社
の
各
施
設
で
も
匱
接
受

け
付
け
ま
す
。9
・
1
0月
分

の
空
海
罍
の
利
用
は
、
各
公

社
施
設
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。予

約
後
、3
日
以
内
に
お

近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。こ

の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン

セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申

し
込
み
は
、利
用
日
の
3
日

前
ま
で
で
す
)
。

那 須 ・ 森 の 家

◎ 節 水 対策のため 区立7 カ 所のプ ールは 当分の 間午前中の使 用ができ ません 《体 育課》
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健康カレンダー 9 月の予定
保

健

ガ

イ

ド

高
齢
者
健
康
診
査

6
5歳
以
上
の
方
(
昭
和
4
年
3
月
3
1

日
以
前
生
ま
れ
)
お
よ
び
4
0歳
以
上
で

寝
た
き
り
の
方
(
入
院
中
の
方
を
除
く
)

な
ら
、
ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

対
象
=
▽
6
5
歳
以
上
の
方
・
:
受
診
票
を

8
月
末
ま
で
に
全
員
の
方
に
送
る
予
定

で
す
▽
4
0
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
方

…
医
師
が
訪
問
し
て
健
康
診
査
を
行
い

ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、保
健
予
防
係

に
9
月
3
0
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。受
診
票
を
送
り
ま
す
(
健

診
日
は
、医
療
機
関
と
ご
相
談
く
だ
さ

い
)
日
程
=
9
月
1
日
～
1
0
月
1
5
日

場
所
=
黒
色
の

「
本
院
は
高
齢
者
健
康

診
査
実
施
会
場
で
す

」
の
看
板
の
あ
る

区
内
の
医
療
機
関

内
容
―
必
須
検
査

。:問
診
、
身
体
計
測

、
診
察
、
血
圧
測

定
、
尿
検
査
、
血
液
検
査

、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
/
選
択
検
査
(

医
師
が
必

要
と
認
め
る
方
)
・・・
貧
血
検
査
、
心
電

図
、
糖
負
荷
試
験
、
眼
底
検
査
の
う
ち

必
要
な
検
査

費
用
=
無
料
(
た
だ
し
、

前
記
検
査
内
容
以
外
の
検
査
、
治
療
を

行
っ
た
場
合
は
有
料
)

※
受
診
票
を

紛
失
さ
れ
た
方
は
、
直
接
、
保
健
予
防

係
へ
1
0月
7
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・

保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

食
と
健
康
教
室

年
代
別
の
家
族
の
栄
養
に
つ
い
て

日
時
1
9
月
7
・
1
4
日
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
1
日
目
…
栄

養
に
つ
い
て
/
2
日
目
…
運
動

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

※
予
約
の
際

持
ち
物
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

申
・
問

先
―
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

ま
ち
も
元
気

わ
た
し
も
元
気

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血

液
・
尿
な
ど
の
検
査
を
行
い
ま
す
。こ
の

機
会
に

、自
分
の
健
康
状
随一
を
知
り

、生

活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
=

左
表
の
と
お
り

費
用
=

無

料

申
込
―
当
日
直
接
会
場
へ

住区健康フェ スティバル日程

高
脂
血
症

予
防
教
室

今
ま
で
に
受
け
た
健
診
で
、「
中
性
脂

肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
」
と
言

わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
高
脂

血
症
の
予
防
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
1
9

月
1
3日
(
火
)
、
午
後
1
時
3
0分
～
3

時
3
0分

内
容
―
講
演

講
師
=
東
大

病
院
内
科
医
師

費
用
―
無
料

場
・

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

9
月
の
献
血

日
時
・
場
所
=
9
月
2
日
…
西
新
井
駅

西
口
、
8
日
…
足
立
消
防
署
/
午
前
1
0

時
～
H
時
3
0
分
、
午
後
O
時
3
0
分
1
3

時
3
0分

間
先
-
*

飾
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー

霓
5
6
8
2
)
2
8
0
1

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

霓
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

〝こ
こ
ろ
の
健
康
ひ
ろ
ば
〟
講
演
会

「
分
裂
病
っ
て
な
に
?

ど
う
し
た
ら
よ
く
な
る
か
」

誤
解
や
偏
見
の
多
い
分
裂
訶
で
す

が
、
よ
く
な
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
、一
緒
に
勉
強
し
ま
す
。
日
時
=
9

月
1
7日
(
土
)
、
午
後
1
時
3
0分
～

3
時
3
0分

講
師
―
宮
内
勝
氏
(
東
大

病
院
精
神
科
医
師
)

定
員
羔
J
人

費
用
―
無
料

場
・
申
・
問
先
=
千
住

保
健
所

霓
3
8
8
8
)
4
2
7
7

健康 あ・ら・かると

『
水
泳
』で
　
ぜ
ん
息
退
治

ぜ
ん
息
の
お
子
さ
ん

を
お

持
ち
の
お
母

さ

ん

。
発
作
に
苦
し
む
わ

が
子
を
見
て

、
な
ん
と

か
こ
の
病
気
を
治
せ
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か

。
「
ぜ
ん
息
に
は
、
体

を
鍛
え
る
の
が
い
い
っ

て

、よ
く
言
わ
れ
ま
す
」

「
で
も
…
」
と

、
ぜ
ん
息
児
を
か
か
え

る
K

さ
ん
は
首
を
か
し
げ
て
し
ま
う
の

で
す
。

「
坂
道
で

も
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
い
っ
て

苦
し
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の

に

、
ど
う
や
っ
て
鍛
え
た
ら
い
い
ん
で

し
ょ
う
?

」

確
か
に

、
ぜ
ん
息
発
作
は
急
な
運
動

が
き
っ
か
け
で
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
で
も
、
運
動
の
種
類
に
よ
っ
て
発

作
の
起
き
に
く
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

「
発
作
の
一
番
起
き
に
く
い
運
動
は
水

泳
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に
、
発
作
の
起

き
に
く
い
運
動
か
ら
始
め
た
ほ
う
が
、

長
続
き
す
る
か
ら
い
い
ん
で
す
」

「
本
当
か
な
?
」
半
信
半
疑
の
ま
ま

K
さ
ん
は
、
お
子
さ
ん
を
励
ま
し
て
、

区
の
ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室
に
入
れ
ま
し

た
。
わ
ず
か
6
回
で
1
5
Sも
泳
げ
る
よ

う
に
な
り
、
運
動
に
対
す
る
自
信
が
つ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
室
に
参
加
し

た
子
ど
も
の
半
数
に
、
以
前
と
比
べ
て

「
発
作
が
減
っ
た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
水
泳
は
体
力
を
つ
け
呼

吸
機
能
を
よ
く
す
る
の
に
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。

区
で
は
年
2

回
、ぜ
ん
息

児
水
泳
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
(
今
年
度
は
募
集
済

み
)
。ぜ
ひ
、あ
な
た
の
お
子
さ
ん
も
参

加
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ま
た
、
区
内
に
は
3
つ
の
温
水
プ
ー

ル
が
あ
り
ま
す
。
水
泳
は
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
も
効
果
的
で
す
か
ら
、
ぜ
ん
息
退
治

と
成
人
病
予
防
を
か
ね
て
「
家
族
で
水

泳
」
を
は
じ
め
て
み
て
は
…
…
。

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
音
楽
の
夕
べ
9

月
9
日
(
金
)
、午

後
5
時
～
7
時
/
綾
瀬
駅
東
口
前
・
通

称
「
は
と
広
場
」/
雨
天
の
場
合
峻
瀬
小

学
校
体
育
館
/
稜
瀬
・
東
綾
瀬
・
北
三

谷
・
東
溯
江
小
学
校
、
東
綾
瀬
・
蒲
原

中
学
校
/
足
立
区
青
少
年
対
策
綾
瀬
地

区
委
員
会
、
足
立
保
護
司
会
東
綾
瀬
分

区
/
東
綾
瀬
区
民
事
務
所

(
3
6
2
0
T
9
5
1

☆
親
子
調
理
と
農
薬
(
ポ
ス
ト
(
I
ベ

ス
ト
)
の
話
(
子
供
の
健
康
と
未
来
を
考

え
る
会
)
8
月
2
9
日
(
月
)
、午
前
1
0

時
～
午
後
2
時
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/

2
4組
/
大
人
瞋
円
、
子
供
网
円
/
田
辺

　
(
3
8
9
7
)
8
7
1
4

☆
筝
(
こ
と
)
と
尺
八
の
夕
べ
9

月
3

貝
土
)
、
午
後
7
時
開
演
/
エ
ル

ーソ

フ
ィ
ア
/
「
鶴
寿
千
歳
≒
三
つ
の
民
謡

調
」
な
ど
親
し
め
る
楽
し
い
曲
を
演
奏

し
ま
す
/
無
料
/
小
・
中
・
高
校
生
に

お
み
や
げ
が
あ
り
ま
す
/
舛
田

(
3
8
8
1
T
4
4
8
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このまちがもっと好きになる
施設見学会のすべて

自
分
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
の
こ
と
、
皆
さ
ん
は
ど
れ

く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す
か
。
い
つ
も
見
慣
れ
て
い
る
は

ず
の
ま
ち
並
み
な
の
に
、
改
め
て
問
わ
れ
て
み
る
と
、

う
ま
く
魯
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
ん
な
方
が
結
構

多
い
の
で
は
か

新
た
に
住
み
始
め
た
人
は
も
ち
ろ

ん
、
ず
ウ
と
足
立
区
に
住
ん
で
い
る
人
で
さ
え
、
あ
ま

り
に
身
近
す
ぎ
て
気
づ
か
な
か
っ
た
り
、
知
ら
な
か
っ

た
り
…
。
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。

区
で
は
、そ
ん
な
区
民
の
皆
さ
ん
が
足
立
区
を
知
り
、

足
立
区
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
区
内

の
施
般
や
公
圃
な
ど
を
パ
ス
で
巡
る
「
施
般
見
学
会
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
新
し
い

″
あ
だ
ち
″
と
の
出

合
い
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

ご案内は 私たち
区民ガイドにお任せください
私たち5人は、艦船晧学会に添乗し、参加

さt 1る皆さんをご案内する゛区l 廻弐タイト。で

す。あだち広畷で区民ガイドの募集かあった
とき、おもしろそうだし。自分目身の勉強に

もなるのでは、と思って応募。現在添乗して

2年目になりますが、まだまだ経験不足で至

らぬところもあるかとは思います。でも、一

生懸命がんぱりますので、よろしくお願いい
たします。それでは、r姪卜1施設見今会に出

発いたしマ～ス!

左から、米原真矢子、吉村争子、鋳崔l利子、
小川公子、佐々木みえ子( 敬称曷)

足
立
区
役
所

午
前
9

時

出
発
進
行
!

途
中
、
都
立
東
京
武
道
館
(
上
)
と
、

す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬
を
車
窓
か
ら

見
学
し
ま

す
(
右
)

夏 休 み 親 子 施 設 見 学 会 で は 、 手 す き

ハ ガ キ づ く り に 挑 戦 。 紙 パ ッ ク の リ サ

イ ク ル も 、 こ ん な 楽 し み が あ れ ば 、 家

庭 で 気 軽 に 取 り 組 め ま す 。

旬
の
〝ア
ダ
チ
〟
を
味
わ
う

し
ょ

う

ぶ

沼

公

園

6
月
中
旬
の
施
設
見
学
会
で
は

、
花

シ
ョ
ウ

ブ
が
色
鮮
や
か
に
咲
き
胯
る

「
し
よ
食

霰

公
圃
」
を
防
れ
ま

す
。

桜
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
四
季
折
々
の

花
も
桑
し
め
啄

す
が
、
公
園
の
名
前
に

私
な

っ
て
い
る
花
シ
ョ
ウ
ブ
は
特
に
美

し
く
、
3
千
沺
株
が
い
っ
せ
い
に
開
花

す
る
様
子
は
圧
巻
で

す
。

ご
先
祖
様
の
時
代
の
〝ア
ダ
チ
〟
へ

タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
!
?

郷 土 博 物 館

友
っ
白
な
謦
が
鮮
や
か
な
嘉
ふ
{薄
勧

館
は
、
隣
の
柬
溯
江
庭
聊
と
の
調
和
が

爽
に
見

事
。
和
風
近
代
麗
築
の
こ
の
悼

物
館
で
は
、
足
立
の
歴
史
や

考
古
、
艮

俗
な
ど
の
資
料
が
晨
示
・
佩
俘
峇
れ
、

郷
土
に
つ
い
て
く
わ
し
く
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
難
し
い
y
y

ほ

わ

か
ら
な

く
て
も
、
専
属
の
解
説
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
や
さ
し
く
説
脾
し
て
く

れ
ま
す
の
で
安
心
。
一
廩
ご
覧
に
な
れ

ぱ
、
き
っ
と
郷
土
の
歴
史
が
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

車
窓
か
ら
眺
め
る
'

あ
だ
芦

の
名
所
旧
郎
等
の
案
内
は
も
ち

ろ
ん
、
バ
ス
に
擺
ら

れ
て
眠
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
区
艮
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
、
畤
に
は
ク
イ
ズ

を
す
る
こ
と
も
…
。

ア
ダ
チ
ク
の
〝迎
賓
館
〟

と
誇
り
た
い

花 畑 記念 庭園桜花 亭

日
本
の
伝
硫
的
な
『
樊
』
や

「
風
流
」
&
感
じ
る
、
懦
緒
た

う
ぷ
ひ
の
花
畑
配
念
庭
園
櫃
花

亭
で
昼
食
。
「
池
泉
廻
遊
式
庭

園
」
と
呼
ぱ
れ
る
様
式
の
、
萸

し
い
庭
聞
を
眺
め
な
が
ら
の
食

事
は
ま
た
格
別
で
y
。

大
人
だ
っ
て
素
直
に
楽
し
め
る

ギ
ャ
ラ

ク

シ
テ
ィ

「
こ

ど

も
科

学
館

」

平
成
6

年
3
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

「
こ
ど
も
科
学
館

」

は

、
楽
し
み
な
が
ら

科
学
に
親
し
め
る

施
設

。
テ

ー
マ
は
「
科
隼
の
夢
そ
し
て

未
来
」
。
展
示
は
、「
甼
害
旅
行
≒

鴆
球

発
見
弌

科
学
の
広
場
」
「
い
の

ち
の
世

界
」「
環
境
の
調
和
」の
1
つ
の

ゾ
ー
ン

で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、

人
気
の
高
い
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
「
ザ

ー

ド
リ
ー
ム

ー
イ
ズ
ー
ア
ラ
イ
ブ
J
ま
た

は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
見

学
を
中
心

に
。
時
間
の

許
す
か
ざ
ひ
展
示
擅
も
ご

覧
に
な
っ
て
い
た
だ
靈

ヂ

。
糾
奈
藕

は
こ

ど
も
た
ち
だ
け
の
も
の
で
は
な

い

、
き
っ
と
そ
う
感
じ
て
い
た
だ
け
る

は
ず
で
す
。

一
年
中
チ
ョ
ウ
の
舞
う

都
会
の
中
の
オ
ア
シ
ス

生

物

園

元
溯
江
公
園
内
の
生
物
圜
孀
。麗
虫
、

鳥
、
魚
、
植
物
な
ど
、
様
々
な

生
き
物

た
ち
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
自
然
や
生

勧
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
施
設
。
ま

る
で
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
ぶ
つ
に
熱
帯
櫨
物

が
生
い
茂
る
巨
大
な
「
熱
帯
温
簷

の

中
、
色
と
り
ど
り
の
チ
ョ
ウ
が
、
手
を

の
ぱ
甘
ほ

す
ぐ
届

く
よ
う
な
と
'
旨

で

ピ
ラ
ピ
ラ
と
舞

う
罸
に
は
、
ち
ょ

つ
と
ほ
か
で
は
詼

ね
え
な
い
感
動
が

あ
り
李
す
。
寥
た
、

ほ
か
に
も
、
チ

ョ

ウ
の
飼
膏
に
参
加
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

や
、
カ
冫
r
ム
シ
、
パ
ッ
タ
な
ど
季
節

に
応
じ
た
昆
虫
と
ふ
れ
あ
え
る
コ
ー
ナ

ー
、屋
外
に
は
ワ
ラ
ビ
ー
な
ど
の
い
る

小
動
物
コ
ー
ナ
ー
や
放
鳥
圜
な
ど
。見

ど
こ
ろ
ほ
い
っ
ぱ
い
。こ
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、だ
れ
も
が
楽
し
め
Q
展
示
内

容
に
な
っ
て
い
家
y
。

千
住
本
庁
舎
に

無
事
到
着

解
散

足 立区 に住 んで い るのに

〝あ
だ
ち
〟
の
こ
と
　
あ
ま
り

知
ら
な
か
っ
た
み
た
い
…

今
回
初
め
て
柬
休
み
覗
子
施
設
見
李

会
に
番
加
霤
れ
た
2
組
の
親
子
に
、
参

加
し
て
み
た
愚
挙
そ
伺
い
*
r
‥
y
た
。

「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

タ

ー
ム
シ
ア

タ

ー
か
墻
刀
滌
点
!

」「
観
子
で

紙
す
き

を
体
験
?
き
た
こ
と
が
と
て
も
渠
し
か

っ
た
で
す
。
で
も
、
私
・
・・
、
消
S
麕
セ

ン
タ
ー
が
足
立
区
に
あ
灸

尤

て

、
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
」
と
秋
田

喜
爽
代
さ
ん
観
子
(
舎
人
五
丁
目
)
。

寺
釋
秀
子
齏
へ
観
子
(

古
千
谷
Ξ
丁

目
)
は

、「
生
物
園
が
。
私
大
好
き
乙

「
自
分
が
琲

加
で
い

る
ま
ち
な
の
に

、

足
立
区
の
y
y

蒿

ま
り
知
ら
な
か
っ
た

み
た
い
…
。
で
も
今
回
参
加
し
て
、
足

立
区
に

も
こ
ん
な
い
い
漉
設
が
た
く
さ

ん
あ
る
ん
だ
な
あ
、
つ
て
息
い
ま
し
た
」

と
晒
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

区
で
は
、
施
設
見

学
会
に
参
加
し
て

ぐ
だ
さ
っ
た
仮
さ
ん
の
声
を
、
今
後
の

施
設
見
学
会
の
あ
り
方
や
施
設
場
営
等

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
れ
ぱ
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
区
民
ガ
イ
ド
ま
で
お
申

し
付
け
ぐ
だ
さ
い
。

秋
の
施
設
見
学
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

グ
ル
ー
プ
対
象
お
よ
び
佃
人
対
象
の

施
設
見
学
僉
笋
加
者
鴦

次
り
ζ
お
り

募
集
し
ま
す
。「
紙
上
」で
は

な
い
「
本

当
」
の
加
設
見
学
会
に
、
ぜ
ひ

ご
夢
加

く
だ
さ
い
。

□
グ
ル
ー
プ

日
時
L
1
0
月
1
3
・
1
9
・
匐
日
、午
前
9

跨
3
0
分
I
午
後
t
`
睥
(
予
定
)
見
学
碕

設
―
生
勧
圃

、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
な
ど

の
区
内

各
施
設
(
コ

ー
ス
は
代
贋
者
の

方
に
モ

デ
ル
コ

ー
ス
か
ら
遣
ん
で
い
た

だ
き
ま

す
)

対
一
-
1
8
轍
叭

よ
の
区

曷
で
構
病
す
る
2
0
人
嘔
上
S
人
以
下
の

グ
ル
1
ブ
吏
員
-
3
グ
ル
ー
プ
(
抽

選
)
申
込
-
往
復
(
ガ
キ
に
グ
ル
ー

プ
名

、
代
表
者
の
住
所

、氏
名

、
年
齢

、

一

曙
一

号

、
愬

詈
二

第
―
希
望
・
篥
2

希
皿
)
、『
グ
ル
1

ブ
施
設
兄
学
侖
希

望
』
と
明
配
(
I

グ
ル
ー
プ
ー
通
に
吸

り
零
ず
)

期
限
1
9

月
1
0日
必
番

□
個

人

日
時
=
1
0
月
1
5
・
2
2
、2
5
～
2
8

日

、
午
前
9

時
I
午
後
4

睥
(
予

定
)

見
学
施
設
―
生

物
圜

、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
な
ど
の
区
内

各
旆
設

対
象
1
1
8
鎭
以
上
の
区
民

穹
員
―
各
日
と
も
3
人
(
抽
遍
)

申
込
I

往
復
(

ガ

キ
に

参
加
者
全
輿
の
庄

所

、氏
名

、一

晒
番
号

、希
望
日

、「
加
設

見
学
会
希
望
」
と
明
記

※
(
ガ
キ
ー

通
で

叉

ま
で
申
し
込
み
可

。
戴
複
(

ガ
キ
は

無
効

期
廐
-
9

月
1
0日
必
魯

い
ず
れ
も

費
用
―
無
科
(
昼
食
は
各
自
で
持
参
)

申
・
問
先
-
千
住
本
庁
合
・
広
畷
課

〒
跏
千
住
―
-
4
-
1
8

(
3
8
2
T
1
1
1

㈹

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
や
生
物
園

な
ど
を
バ
ス
で
巡
り
ま
す

施設見学会Q&A

Q
施
股
見
学
会
は

、
い
つ
ご
ろ

行
っ
て
い
る
の
で
す
か
?

A
お
も
に
眷
(
4
月
)
、初
夏
(
5

月
～
7

月
)
、
秋
(
怕
河
)

に

行
つ
て
い
本
す
。
募
集
記

事
は

、
そ
れ

ぞ
れ
L

ヵ
月
ぐ
ら
い
前
の

「
あ
だ
ち

広

一

」
に
郷
載
し
て
い
ま

す
。

Q
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
で
す

か
。
ま
た

。
そ
れ
ら
の
参
加

費
用
は
?

A
施
設
見
学
会
に
は

、
個
人
対

象

、
観
子
対
象

、
グ
ル

ー
プ

対
象
の
I
I

華
が
あ
ひ
ま

す
。費
用
は
、

い
ず
れ
の
見
学
会
も
無
料
で
す
。
た
だ

し
、
犀
食
は
、旛

番
く
だ
さ
い
。

Q
希
望
す
る
穂
般
吝
見

李
で
き

る
の
で
す
か
?

A
個
人
対
象
お
よ
ぴ
鞫
子
対
象

施
設
見
学
会
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い
ま

す
の
で
、希
望
す
る
施
設
を
見
学
で
き

る
と
は
限
り
ま
甘
刄
。グ
ル
ー
プ
対
象

旆
設
見
学
命
に
つ
い
て
は
、あ
ら
か
じ

め
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
4
糖
類
ほ
ど
の

モ
デ
ル
コー
ス
の
中
か
y
{
壜
ん
で
い
た

だ
孝
ま
す
の
で
。
あ
る
租
度
は
希
望
が

か
な
う
か
と
思
い
ま
す
。
も
ち
χ
r
`
、

各
施
設
見
学
会
の
コ
ー
ス
に
は
、区
民

の
懈
さ
ん
の
人
気
の
高
い
應
耿
夸
取
り

入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
零
y
。

足立区観光協会でも
「区内施設めぐり」を
行ってい ます

水
と
縁
の
豊
か
な
「
ふ
る

さ
芦
辺

立

区
」
の
緊
を
広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に

足
立
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
固
り
、

麟
光
文
化
の

昌
簾
向
卜
需
よ

ぴ
区
内
産

業
の
振
異
に
菁
与
す
る
y
y
i

目
的
と

し
た

。
足
立
区
観
光
串
会
'
。

こ
の
観
光
乖
会
で
も
、
季
節
に
応
じ

て
、
根
や
花
シ
ョ
ウ
ブ
、
大
髯
神
社
の

酉
の
市
な
ど
多
I
靂
ず
る
'
区
内
施
設

め
ぐ
り
峇
、
年
間
で
6
回
ほ
ど
行
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
p
ら
は
昼
食
が

つ
き
ま
す
か
、
有
料
(
一
般
2
千
円
、
観

光
鵬
会
会
員
千
瞋
円
)
と
な
ひ
奪
y
。

ほ
か
に
も
、
観
光
協
会
?
ほ
、
「
足
立

の
花
火
大
会
」「
区
民
芸
随
大

。
<
n
j
「
観

光
写
真
コ
ン

ク
ー
ル

」「
水
上
パ
ス
で
め

ぐ
る
リ
バ

ー
ウ
ォ
ツ
チ
ン
グ
」「
あ
だ
ち

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
な
ど
の
S

業
を
行

っ
て
い
ま
す

。
ま
た

、『
足
立
区
郷
土
芸

能
保
存
会
』「
瓲
亢
寺
一
茶
ま
つ
り
」
な

ど
各
種
団
体
等
が
行
う
観
光
事
業
に
対

し
て
の
補
助
・
後
援

も
行

っ
て
い

ま

す

。な
お

、
観
光
協
会
で
は

、
陬

時
会
員

を
募
集
し
て
い
ま

す
。会
貝
に
な
る
と

、

簟
光
輪
侖
の
主
催
す
る
事
巣
に
儕
怖
的

に
笋
加
で
き
る
ほ
か

、
記
念
品
も
差
し

卜
吁
て
い
ま
す

。
年
会
費
は
1
千
円
で

す

。
く
わ
し
く
は

、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

。

問
先
―
足
立
区
観
光
集
会

(
中
央
本
町
庁
を
・
窟
業
振
興
課
内
)

　
(
1
)
5
1
9
1

◎ 今回「 紙上」でご 紹介したコー スは、 今春の施設見学会 のコ ースの一例です。こ のほかにも、季節に応じていろいろ なコ ースを用意し てい ます。お楽しみに!
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問 い合わせは … …

3882- 1111( 代)

千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

福

祉

ひ
と
り
親
家
庭
に
医
療
費
の

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

保
険
診
療
に
よ
る
医
凍
費
の
自
己
負

担
額
分
を
助
成
し
ま
す

。
該
当
す
る
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

。

対
象
=
区

内
に
住
所
が
あ
り

、
国
保
や
社
保
等
医

潦
保
険
の
加
入
者
で

。
次
に
該
当
す
る

児
童
(
1
8
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま

で
該
当

。2
0
歳
未
満
で
中
度
以
上
の
障

害
の
あ
る
児
童
を
含
み
ま
す
)
と

、そ
の

児
窶
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
方
…
父
母
が
離
婚
/

父
ま
た
は
母
が

死
亡
、重
度
障
害
、法
令
に
よ
り
1

年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
/

父
ま
た
は
毋
に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/

父
が
い

な
い
(
母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
懐
胎
し
た

児
童
で
父
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
)

※
心
身
障
客
者
医
療
受
給
者
、
生
活
保

護
受
給
者
、
児
童
福
祉
施
設
入
所
者

、

所
得
が
限
度
額
以
上
の
方
等
は
除
き
ま

す

。

申
請
り
次
の
も
の
を
持
参
し
て

窓
口
へ
・
:
戸
籍
謄
本
(
申
請
者
・
児
童
、

―
力
月
以
内
に
発
行
の
も
の
ン

健
康

保
険
証
(
申
請
者
・
児
童
ン

印
か
ん
/

身
体
障
害
者
手
帳

、愛
の
手
帳
/

平
威
5

年
1

月
2

日
以
降
に
足
立
区
に
転
入

し
た
方
は

、
前
住
所
地
の
区
市
町
村
長

発
行
の
平
成
5

年
度
の
所
得
証
明
(
児

童
手
当
用
)
、
児
童
手
当
受
給
者
は

、
児

童
扶
養
手
当
証
翳

、
健
康
保
険
証
、
印

か
ん

申
・
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
児

童
医
凍
係

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や
、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
区
内
の
3
ヵ
所
の
保
育
園
で
は
、

経
験
豊
か
な
保
母
が
育
児
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
安
心
し
て
子
育
て
を
楽
し

め
る
よ
う
に
、
気
鰹
に
ご
相
鮫
く
だ
さ

い
(
秘
密
厳
守
)
。
相
談
方
法
は
一
話
お

よ
び
面
接
で
す
。

□
実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興
野
保
育
園
(
西
新
井
本
町
4
1
1
9
-
2
3
)

…
毎
週
月
・
木
曜
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
観
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
2
9
1
6
)

…
毎
週
水
・
金
曜
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
1
1
1
1
0
)

…
毎
週
火
・
土
曜
日

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

時
間
=
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5

時

間
先
1
千
庄
本
庁
舎
・
児
童
助
成

係

戦
没
者
の
妻
・
父
母
等

お
よ
び
戦
傷
病
者
の
妻
の
方
へ

特
別
給
付
金
の
請
求
期
限
は

9
月
3
0日
で
す

□
戦
没
者
の
妻

▽
第
1
0
回
特
別
給
付
金
「
と
号

」・:
額
面
1
2
0

万
円
の
国
憲
債
券

対
象
=
(
1
)第
4

回
特
別
給
付
金
「
と
号

」を
受
給
し
た
戦

没
者
の
妻
(
2
)
第
6

回
特
別
給
付
金

「
ほ
号

」を
受
給
し
た
戦
傷
病
者
の
妻

で

、
そ
の
戦
傷
病
者
が
昭
和
5
8
年
3

月
3
1

日
ま
で
に
公
務
傷
病
等
が
原
因
で
死

亡
し
た
場
合

□
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母

▽
第
1
4
回
特
別
給
付
金

「
に
号
」
…
額

面
7
5
万
円
の
国
麈
債
券

対
象
=

第
9

回
特
別
給
付
金
「
に
号

」を
受
給
し
た
戦

没
者
の
父
母
・
祖
父
母

□
戦
傷
病
者
の
妻

▽
第
1
3
回
特
別
給
付
金
「
へ
号
」…
額
面
5

万
円
の
国
鏖
債
券

対
象
―
(
1
)第
2

回
特
別
給
付
鵄

ぬ
号

」
、
第
6

回
特
別

給
付
金
「
い
～
に
号

」、
第
1
1
回
特
別
給

付
金
「
い
～
は
号

」
を
受
給
し
た
戦
傷

病
者
の
妻
で

そ
の
戦
傷
病
者
が
昭
和

5
8年
4
月
1
日
か
ら
昭
和
6
1年
9
月
3
0

日
ま
で
に
平
病
死
し
た
場
合
(
2
)第
6

回
特
別
給
付
金
「
ほ
号
」
を
受
給
し
た

戦
傷
病
者
の
妻
で
そ
の
戦
傷
病
者
が
昭

和
6
1年
9
月
3
0日
ま
で
に
平
病
死
し
た

場
合

▽
第
1
5回
特
別
給
付
金
「
い
号
卞
額
面
1
5

万
円
～
7
万
5
千
円
の
国
市
債
券

対
象
=
平
虞
3
年
4
月
1
日
に
お
い
て

第
5
款
症
以
上
の
障
害
に
よ
り
、
遺
族

年
金
・
増
加
恩
給
等
を
受
給
し
て
い
る

戦
傷
病
者
の
妻
で
次
に
該
当
す
る
方
(
1
)

昭
和
5
8年
4
月
1
日
か
ら
平
成
3
年
3

月
3
1日
ま
で
の
間
に
重
症
と
な
り
、

障
害
年
金
・
増
加
恩
給
等
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
戦
傷
病
者
の
妻
(
2
)

昭
和
5
8年
4
月
2
日
か
ら
平
成
3
年
4

月
1
日
ま
で
に
婚
姻
し
た
方

―

い
ず
れ
も
匚
卜

請
求
期
限
=
9
月
3
0日

請
求
・
問
先
9

千
住
本
庁
舎
・
民
生
係

教

育

教
育
相
談
強
調
月
間

教
育
相
談
室
で
は
9
月
1
日
か
ら
3
0

日
ま
で
の
期
間
を
教
育
相
談
強
調
月
間

と
し
て
い
ま
す
。
学
校
に
行
く
の
を
廡

が
る
、
言
葉
が
お
そ
い
な
ど
お
子
さ
ん

の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
専
門
の
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
職
経
験
豊
か
な

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
a

電
話

塲
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

・
l
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

　
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
一
話
相
談

日
時
―
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分
申

込
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

今月は高齢者福祉手当の
定 例 払 い の 月 で す
8月25日ごろ、4～7月分を振り

込 み ます 。 ま た、 手当 額が4 月 分 か
ら 次 のと お り 変わ り まし た 。
し>月 額4 万9000 円 →5 万1〔X〕O円
[ > 月 額4 万500 円 →4 万2000 円
月 額2 万7000 円 →2 万8000 円

問 先 一千 住 本 庁舎 ・高 齢者 福祉 係

生

活

環

境

屋
外
広
告
物
講
習
会

日
時
=
1
0
月
2
0
・
2
1
日
、午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
4
時
1
5
分
場
所
a
都
民
ホ

ー
ル
(
都
議
会
議
事
堂
I
階
南
側
)

対
象
―
都
内
で
屋
外
広
告
物
業
を
営
ん

で
い
る
方
、ま
た
は
こ
れ
か
ら
営
も
う

と
す
る
方
定
員
=
s
人
(
先
着
順
)

費
用
1
4
千
籾
円

申
込
=
9
月
5
日

～
9
日
ま
で
の
午
前
9
時
～
午
後
3
時

に
、
申
込
書
に
受
講
料
を
添
え
て
、
都

・
監
理
課
へ
持
参

※
申
込
用
紙
は
中

央
本
町
庁
舎
・
占
用
係
で
配
布
し
ま
す

問
先
9
都
・
監
理
課

(
5
3
8
8
)
3
3
3
5

中
央
本
町
庁
舎
・
占
用
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
1

都
市
計
画
道
路
事
業
を
行
い
ま
す

区
で
は
、
都
市
計
画
道
路
補
助
線
街

路
第
2
5
5号線
(
島
根
三
丁
目
～
島
根
四

丁
目
)
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
関
係
図
書
の
縦
覧
は
、
次
の
と

お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

期
間
0
8
月

1
0日
～
平
成
1
9一年
3
月
3
1日

場
所
=

千
住
本
庁
舎
・
都
市
計
回
課

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
用
地
第
二
課
ま
た
は
中

央
本
庁
舎
・
街
路
事
業
課

(
3
8
8
0
)
5
2
3
8

9
月
1
日
/
建
築
無
料
相
談
・

不
燃
化
建
て
替
え
相
談

9
月
1
日
の
「
防
災
の
日
」
に
併
せ

て
、
建
築
に
つ
い
て
の
全
般
的
相
談
や

不
燃
建
築
物
に
建
て
替
え
る
際
の
相
談
(

助
成
制
度
の
利
用
方
法
等
)
に
無
料
で

応
じ
ま
す
。
建
物
を
建
て
よ
う
と
お
考

え
の
方
ま
た
は
建
て
替
え
に
つ
い
て
く

わ
し
く
知
り
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
=
9
月
1

日
(
木
)
、午
前
1
0時
～
午
後
4
時

場

所
9

北
千
住
駅
西
口
(

営
団
地
下
鉄
千

代
田
線
入
口
付
近
)

相
談
内
容
=

▽

建
築
無
料
相
談
…
東
京
都
建
築
士
事
務

所
協
会
足
立
支
部
(
後
援
・
:
足
立
区
等
)

▽
不
燃
化
建
て
替
え
相
談
・・・
ま
ち
づ
く

り
公
社

▽
建
築
防
災
相
談
所
・・・
建
築

指
導
課

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
(

建

築
審
査
課

建
築
指
導
課

、
ま
ち
づ
く

り
課
)

国

保

保

険

料

の

減

額

災
害
に
あ
っ
た
、
自
営
業
の
方
が
倒

産
・
破
産
し
た
な
ど
で
収
入
が
極
端
に

少
な
く
な
っ
て
生
活
に
困
り
、
資
産
・

能
力
の
活
用
を
図
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
保
険
料
の
支
払
い
が
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
事
崎
に
よ
り
保
険
料
の
所

得
割
額
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
(
6

ヵ
月
を
限
度
)
。
た
だ
し
、
通
常
の

失
業
・
退
職
、
病
気
に
よ
る
収
入
減
な

ど
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
申
讀
さ
れ
る
方

は
、
電
話
な
ど
で
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
減
額
で
き
る
の
は
、
申
請

月
以
降
の
保
険
料
で
す
。

問
先
―
中

央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

催

し

物

ふ
れ

あ
い
動
物
園

さ
わ
や
か
な
秋
風
の
吹
く
公
園
で
、

ポ
ニ
ー
に
乗
っ
た
り
、や
ぎ
、ひ
よ
こ
、

モ
ル
モ
ッ
ト
な
ど
の
か
わ
い
い
励
物
と

な
か
よ
し
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
=
9
月
1
1日
(
日
)
、午
前
1
0時

～
午
後
3
時

雨
天
の
場
合
は
9
月
1
5

日
(
祝
)

場
所
=
花
畑
公
園
(
花
畑

4
-
4
0
-
1
)

▽
日
時
=
9
月
1
8日
(
日
)
、午
前
1
0時

～
午
後
3
時

雨
天
の
場
合
は
9
月
2
3

日
(
祝
)

場
所
=
江
北
平
成
公
園
(江

北
4
1
1
6
-
―
)

問
先
=
中
央
本
町

庁
舎
・
公
園
課

(
3
8
8
0
)
5
2
6
1

河
川
水
の
D
O
・
C
O
D
を
測
定

綾瀬川みんなで水質調査から

綾
瀬
川
水
質
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が

小
・
中
・
高
・
短
大
生
や
お
母
さ

ん
な
ど
3
9人
が
参
加
し
、7
月
2
2

日
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
事
業
は

綾
瀬
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

に
、
流
域
の
自
治
体
が
一
斉
に
行

っ
た
も
の
で
す
。

参
加
者
は
綾
瀬
川
を
観
察
し
て

回
り
ま
し
た
が
、
川
の
汚
れ
に
ビ

ッ
ク
リ
。
河
川
水
を
採
水
、
現
場

で
P
H
・
D
O
(
溶
存
酸
累
)
な
ど

の
調
査
を
し
た
後
、
教
育
研
究
所

で
C
O
D

・
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
の

汚
れ
の
成
分
の
テ
ス
ト
も
行
い
ま

し
た
。終
了
後
、参
加
し
た
皆
さ
ん

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
川
を

き
れ
い
に
す
る
に
は
9
・

と
い
う

問
い
に
「
川
に
ゴ
ミ
、
油
な
ど
を

捨
て
な
い
」
と
い
う
答
え
が
。
ま

た
、感
想
と
し
て
「
河
川
水
の
テ
ス

ト
が
で
き
て
良
か
っ
た
、
他
の
川

も
調
べ
た
い
」
な
ど
が
出
さ
れ
ま

し
た
。区
は
今
暖
も
、河
川
状
況
を

把
握
し
他
自
治
体
と
協
力
し
河
川

の
浄
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※
C
O
D

Λ
化
学
的
酸
素
要
求

量
▽
―
水
の
汚
れ
を
示
す
指
標
、

数
皚
が
多
い
ほ
ど
水
は
汚
れ
て
い

る
。
D
O
Λ
溶
存
酸
素
▽
=
水
に

溶
け
て
い
る
酸
素
の
量
、
数
値
が

多
い
ほ
ど
水
は
き
れ
い
。

A
環
境
課
凋
莟
Y

掲
示
板

□
同
和
対
策
事
業
「
製
靴
技
能
講
座
・

底
付
コ
ー
ス
」
受
講
者
募
集
▽
底
付

コ
ー
ス
・
・
・
9
月
2
6
・
2
7
・
2
9
・
3
0
日
、

1
0
月
3
・
4
・
6
・
7
・
H
・
1
3
日
、

い
ず
れ
も
午
後
6
時
～
9
時
1
0
分
/
1
0

人
/

無
料
/

申
込
…
9

月
1
2
・
1
3
日
午

前
9

時
I

午
後
7

時
に
直
接
窓
口
/

都

・
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
校
台
東
分

校
(

台
東
区
橋
場
1
1
1
1
6

都
立
産

業
労
働
会
館
内
)

(
3
8
7
6
)
2
9
6
1

□
「ゆ
く
え
不
明
の
人
を
さ
が
す
相
談

所
」開
般
皆
さ
ん
の
家
族
や
知
り
合

い
の
方
で
、ゆ
く
え
不
明
の
方
が
お
り

ま
し
た
ら
、こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
/
9
月
1
日
。～
3
0
日
、午
前
9
時
～

午
後
5
時
3
0分
/
薯
視
庁
I
階
身
元

不
明
相
談
室

(
3
5
8
1
)
4
3
2
1

警
視
庁
浅
草
警
察
署
観
音
前
派
出
所

　
(
3
8
7
1
)
0
1
1
0

※
各
警
察
署
で
も
行
い
ま
す
。

A
西
新
井
警
察
署
V

◎ 夕焼け放送は9 月から10 月まで午後5 時になります〈青少年課〉
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募

集

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
通
所
訓
練
者

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
脳
卒
中
や
事
故
、
難
訶
な
ど

で
身
体
が
不
自
由
に
な
り
。リ
(
ビ
リ

訓
練
を
希
望
す
る
方
に
次
の
よ
う
な
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
1
1
5歳

以
上
で
心
身
に
障
害
を
お
持
ち
の
区
民

(お
お
む
ね
6
5歳
ま
で
)

訓
練
内
容
9

マ
ヒ
し
た
手
足
だ
け
で
な
く
全
体
の

機
能
を
最
大
限
に
生
か
す
リ
(
ビ
リ
訓

練
/
言
葉
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
言

語
訓
練
/
再
発
防
止
の
た
め
の
健
康
管

理
/
家
事
・
更
衣
・
入
浴
な
ど
の
動
作

訓
練
/
補
装
具
・
自
助
具
な
ど
の
紹

介
、
作
成
/
外
出
訓
練
や
交
通
機
関
利

用
訓
練
/
手
芸
・
陶
芸
な
ど
の
趣
味
開

拓
/
就
労
へ
向
け
て
の
援
助

※
通
所

は
送
迎
バ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
。
ご
相

談
く
だ
さ
い

。

場
・
問
先
上
東
部
障

害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
り乙

※
国
道
4
号
線
(日
光
街
道
)
の
東
側
お

よ
び
千
住
地
区
の
方
は
東
部
へ
、4
号

線
西
側
お
よ
び
小
台
・
新
田
・
宮
城
地

区
の
方
は
西
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

身
体
障
害
者
を
対
象
と
す
る

平
成
6
年
度
特
別
区
職
員
採
用
選
考

□
特
別
区
職
員
(
Ⅲ
類
・
事
務
)

採
用
予
定
人
員
=
約
3
0人

第
一
次

選
考
日
=
1
0月
2
3日
(
日
)

受
験
資

格
=
次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
・
:身
体
障
害
者
福
祉
法
第
1
5条
に
定

め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
/
選
考
申
込
時
お
よ
び
採
用
時

に
お
い
て
引
き
続
き
特
別
区
の
区
域
内

に
住
所
を
有
す
る
/
学
歴
を
問
わ
ず
、

昭
和
4
2年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
2年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
/
自
力
に
よ

り
通
動
が
で
き
、
か
つ
介
護
者
な
し
に

職
務
の
遂
行
が
可
能
/
通
常
の
動
務
時

間
に
対
応
で
き
る
/
活
字
印
刷
艾
に
対

応
で
き
る

申
込
方
法
お
よ
び
期
間
等
9

表
―

申
込
書
類
の
配
布
場
所
=
都

内
の
各
区
役
所
人
事
担
当
課

特
別
区

人
事
委
員
会
事
務
局
試
験
課

問
先
=

特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
試
験
課

〒
1
0
2千
代
田
区
九
段
北
1
-

―
-
4

、
東
京
区
政
会
館
内

(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

表1　 申込方法および期間等

重
度
障
害
者
の

プ
ー
ル
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

プ
ー
ル
活
動
の
介
助
補
助
者
を
募
集

し
ま
す
。
東
綾
瀬
公
園
内
の
す
い
す
い

ら
ん
ど
綾
瀬
で
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。
日
時
1
9
月
2
・
9
・

1
6
日
、
1
0
月
7
・
1
4
日
、
午
前
1
0
時
3
0

分
～
午
後
1
2
時
3
0
分
対
象
=
1
8
歳
～

4
0歳
位
の
健
康
な
男
女

募
集
人
員
=

各
回
2
人
、
入
館
料
は
無
料

申
込
―

電
話

問
先
―
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
生
活
実
習
係

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

足
立
区
職
員

足
立
区
の
新
し
い
パ
ワ
ー
と
な
る
人

材
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
採
用

は
原
則
と
し
て
平
成
7
年
4
月
以
降
と

な
り
ま
す
。

職
種
・
募
集
人
員
・
受

験
資
格
お
よ
び
選
考
日
等
=
表
2
申

込
=
所
定
申
込
書
に
よ
る
持
参
、ま
た

は
郵
送
受
付
。受
付
は
午
前
9
時
～
午

後
5
時
(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

申
込
書
配
布
先
=
千
住
本
庁
舎
・
人
事

係

期
限
=
9
月
2
2日
消
印
有
効

申

・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
人
事
係

〒
1
2
0千住
1
1
4
-
1
8

表2　 職種および受験 資格等

生
涯
学
習
推
進
期
間
協
賛
事
業

あ

し

だ

ち

大

学

日
時
等
=
表
3
～
5
対
象
=
区
内
在

住
・
在
動
で
6
0歳
以
上
の
方
(
1
0月
1

日
現
在
)

定
員
=
4
0人
(
中
部
コ
ー

ス
の
み
5
0人
)
抽
選

費
用
―
無
料
(
見

学
費
用
は
実
費
負
担
」

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、
年
齢
、性
別
、

電
話
番
号
、「
○
○
コ
ー
ス
希
望
」と
明

記

期
限
=
9
月
5
日
消
印
有
効

申

・
問
先
=
表
3
～
5
の
各
会
場
へ

表3　〈千住コース〉「日本のことば　その豊かさにせまる」
場所: 干住老人館　〒120足立区千住元町34- 1　　3882―2765

表4　〈西部コース〉「桜文化」～桜と日本人～
場所: 西部老人館　〒123足立区鹿浜2- 24- 2　　3897- 5016

※ 時間はいずれも午後1時30分～3時30分

表5　 〈中部コース〉 謎 ・な ぜ ・おも し ろ日 本 史
場所: 中部老人館　〒123足立区関原2- 10- 10 　3889- 4661

税

金

納
税
は
8
月
3
1日
ま
で
に

平
成
6
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税

第
2
期
分
の
納
期
限
は
、8
月
3
1日
で

す
。
早
め
に
お
近
く
の
銀
行
、
郵
便
局

な
ど
の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役
所
、
区

民
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
納
税

第
一
係
、
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
0
9
(
○

年

金

国
民
年
金
基
金

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
き
ま
す

平
成
3
年
5
月
に
設
立
さ
れ
た
『
国

民
年
金
基
金
制
度
』
に
つ
い
て
、
基
金

の
担
当
者
が
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま

す
。
次
の
日
時
に
、
ご
自
由
に
ご
来
所

く
だ
さ
い
。

□
9
月
6
・
7
日

場
所
=
中
央
本
町

庁
舎
3
階
3
0
2・3
0
3会議
室

□
9
月
8
・
9
日
場
所
―
足
立
区
教

育
研
究
所
(
竹
の
塚
2
1
2
5
-
2
1
)

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後

4
時

問
先
=
東
京
都
国
民
年
金
基
金

　
(
5
2
8
5
)
8
8
0
0
㈹

9

月

の

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
9
月
7
日
(
水
)
、午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
=
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

カ
ッ
パ
の

バ
ッ
ジ
発
売
中

価
格
=
単
品
2
0
0円
、5
色
セ
ッ
ト
膳
円

販
売
場
所
1
千
住
本
庁
舎
・
情
報
公
開

課
、
中
央
本
町
庁
舎
・
情
報
公
開
課
分

室

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
広
報
課

　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

□ 身体障 害者の通所授 産施設の看護婦募 集　申・問先= 社 会福祉法人足立肢体不 自由 者福祉会/ 事務局 ・田中 　3848- 4478
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企
画
展
講
演
会
「
花
袋
と
旅
」

明
治
の
自
然
主
義
文
学
者
田
山
花
袋

は
「
一
生
を
旅
に
過
ご
し
た
」
と
い
わ

れ
、
多
く
の
優
れ
た
紀
行
文
を
残
し
ま

し
た
。
花
袋
が
ど
の
よ
う
な
「
旅
」を
し

た
の
か
。ま
た
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ

っ
た
の
か
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
-
9
月
1
1日
(
日
)
、
午
俊
2
時
～

4
時

鳩
所
I
郷
土
博
物
館
講
堂
(
無

料
)

講
師
―
宇
田
川
昭
子
氏
(
東
京
女

学
館
短
期
大
学
講
師
)

定
員
-
8
0人

申
込
=
電
話

※
企
画
展
「
東
京
近
郊
1

日
の
行
楽
1
花
袋
の
見
た
東
京
近
郊
1

」
開
催
中

申
・
問
先
―
郷
土
博
物

館
B
(
6
2
0
)
9
3
9
3

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

子
育
て
の
知
恵
と
経
験
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

若
い
お
母
さ
ん
の
様
々
な
子
育
て
の

不
安
や
悩
み
を
解
消
す
る
た
め
、
身
近

な
と
こ
ろ
で
気
軽
に
で
き
る
「
子
育
て

相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
相

談
相
手
に
な
る
、
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
養
成
講
座
を
閧
催
し
ま
す
。
子
育

て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
実
践
で
き
る
方
、

ま
た
は
そ
の
意
欲
の
あ
る
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
等
―
左

喪
の
と
お
り

定
員
1
5
0人
(
抽
選
)
S

用
=
無
料
(
宿
泊
研
修
会
の
み
実
費

負
担
)

申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に
庄
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
「
子

育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
1
餐
成
講
座
」
希
望

と
明
記

期
限
1
8
月
3
1日
必
着

問

先
=
千
住
本
庁
舍
・
青
少
年
課
社
会
教

青
主
査

〒
1
2
0
千
住
1
1
4
-
1
8

(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

子育てアド バイザー養成講座日程等

※ いずれも木曜日、午後6時～9時( 宿泊研修会を除<)

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
卜
出
店
者
募
集

「あ
だ
ち
ま
つ
り
・
A
I
F
e
s
t

a
畄
」の
一
環
と
し
て
行
い
ま
す
。

日
時
=
1
0
月
8
日
(
土
)
・
午
前
1
1
時
～

午
後
3
時
、1
0
月
9
日
(
日
)
・
午

教
…
一
時
1
午
後
3
時
場
所
I
虹
の
広

場
(
荒
川
河
川
敷
)
対
象
=
区
内
在
住

・
在
勤
の
方
(
出
店
物
品
の
販
売
を
事
業

お
よ
び
副
業
と
し
て
い
る
方
は
不
可
)

内
容
I
薬
品
、食
料
品
、動
物
、品
質
保

証
の
で
き
な
い
も
の
は
販
売
不
可
募

集
区
画
-
各
日
お
よ
そ
1
3
0
区
画
(
抽
選
)

人
1

区
画
(
3
m
x
3
m

程
度
)

東

出
g

者
用
畦
車
場
あ
り

。
雨
天
の
場
合

中
止

出
店
料
―
無
料

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
出
店
希
望
日
(
8

日
、9

日

の
い
ず
れ
か
1

日
の
み
)
、住
所
、氏
名

、

年
齢

、
電
話
番
号

、
出
店
す
る
品
物
の

種
類
を
必
ず
明
配

※
1

世
帯
1

通
の

み
有
効

期
限
=
9

月
3

日
消
印
有
効

申
・
問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課

〒
1
2
0中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

情 報 コ ー ナ ー

世帯と人口( 6 年8 月1 日 現在)
世 帯　259, 160
人 口　640, 771 人

男　　325, 509 人
女 　　315, 262 人

あ だ ち ま つ り

A- F est a ' 94通 信

あだっちボール
参加者募集中

あなたの町会、団体。グ ループ
で対 抗戦ゲ ームに参 加し ま せん
か。あだ っちボールは、ド ッジポ
ールに似た簡単で楽しいゲームで
す。優勝賞金10万円をはじ めとす
る各賞を用意する予定です。 日
時- 10 月9 日( 日) 、午前1C陦 場
所= 虹の広場( 荒川河川敷) 対象
一区内在住・在勤・在学の方で1
チーム10人( 女性または50歳以上
の方を3 人以上含む) 費用=1
チーム1, 0001円 期限- 9 月9 日

記 念 グ ッ ズ 発 売 中
チ ャップンをデザインし たT シ
ャツを1t f cl , 200 円 で販売してい
ます。こ の他に、タイタック、ピ
ンブローチもあります。くわしく
は区匣まつ
り委員会ま
で。なお 、
収益はまつ
りの経費に
あてられま
す。

- いずれもー
申・問先= 足立又匣まつり委員会
事務局( 中央本町庁舎・地域振興
課育成係) 　3880- 5173

' 94クリーン東京
フェスティバル　i n　足立

「清掃 工場見学」など
親子で済掃T櫑を見学しながら

環境について考えてみませんか。
日時=9月n日( 日) 、午前l OBf～
午後4時( フリーマーケットは午
前1cx晦～午後3時) 場所=足立
潸掃工場( 駐車場なし) 内容= 清
掃T 振見学、ごみ問題相談、模擬
店、ミニsL 、ごみの中からこん
なもの展、フリーマーケ ット( た
だし 、出店者募集は終了し ました)
など 問先 足立清掃T 娠( 西 保
木間4- 7- 1) 　3859- 4475
フ リーマーケットに関する問先=
中央本町庁舎・リサイクル推進課
　3880 ―5206

消
費者
講座

「 買う 前に 知って おきた い

宝石 の知識」「使う 前に知っ

ておき たい化 粧品の 知識」

日時=9月28・30日、午後2時～
4時 場所一エル・ソフィア 内
容・講師=C>28 日… 宝 石の夕l識
(全国消費生活相談員協会理事
表まさみ氏, ) △ 30日…化粧品 の
知識( 全国消費生活相談員協会薬
剤師 高田静子氏) 申・問先=
消費者センタ ー 　3880 ―5385

なんでもチャレンジ!

足立フ ロンティア冒険隊募集(後期)
全7回の活動を通して自然の厳

しさ・地域の素晴らしさを体験し
ます。日時・場所・内容=下表
のとおり対象一区内在住の小学
校5年生～高校3年生80人( 抽選)
費用=25, 0001円
申込= 区内各施設
に膃いてあ る所定
の用紙を郵送 期
限=9 月12日必着
● 高位牛カウンセ
ラー募集
「足立フロンテ

ィア讐険隊亅 班づ
きのカウンセラー
になって みません
か。小・中学生の
隊員の相談にのっ
たり、班を とりま
とめます。 対象

= 高校生 費用一無料 申込= 直
接窓口または電話 期限- 9 月12
日 申 ・問先= 千住本庁舎・少年

育成係 〒120千 庄1- 4- 18
3882 ―1111㈹

足立フロンティア冒険隊日程等

●い ずれも土曜日( 宿泊行事を除く)

あだちブラスバンド
フェ スティバ ル' 94

参加団体募集
世代を超えた吹奏楽団が集まる

年に1 度のおまつりです。今年 オ
ーブ ンした新ホールで感励の一 日

を体験してみませんか。皆さ んの
参加をお待ちし ています。 日時=11

月6 日( 日) 、午前10時30分開
演予定 場所= ギャラクシティ・
西新井文化ホール 曲目= 自由
費用= 無料 申 込= 電話 期限=8
月31日 申・問 先= 千住本庁舎

・文化貊興係 　3882 ―1111㈹

第23回足立区合唱コンクール出場グループ募集
合唱を愛する皆さんに青てられ

た合唱コンクールも今年で23回を
迎えます。日ごろの練習の成果を
新しいホールに響かせてみません
か。 日時- n 月20日( 日) 、午前108S30:

分開演 場所- ギャラクシ
ティ・西新井文化ホール 対象=

第1 部門…小学生/ 第2 部門… 中
学生/ 第3 部門… 一般( 高校生を
合む) 編成人数一各部門とも60
人以内( 間に10人以内の入れ替え

可) 曲目= 自由、2 曲以内 演
奏時間= 曲間を含め7 分以内 富
査員= 真篠将氏 、佐々木行綱氏、
高豸大海氏 表彰= 部門別に賞状
授与、出場者に記念品を贈呈 申
込一所定の用紙に記入し 直接窓 口
か郵送 ※ 要項・申込用紙は衵当
窓口にあり ます 期限- 9 月30日
申・問先= 千住本庁舎・文化振興係

　3882―1111㈹

青年センタ ーの催 し
10代・20代のための
近 代 史 セ ミ ナ ー

日時=9月17・24日、10月1・8
・15・22日( 全6回) 、午後3時～
5時対象=10代・20代の青年男
女内容=大正～昭和初期にかけ
ての日本の励きについて学びます
定員=30 人( 先着順) 費用一無
料 申込= 電話

青年講座

「ハープの楽しみ方」パートI

日時=9月10・24日、10月8・22
日( 全4回) 、午後1時～4時対
象=10 代・20代の青年男女 内容=
ハープを使った料理や 石けん、

ポプリなどを作ります。あなたも
ハープの豊 かな香りでリフレッシ
ュし てみ ませ んか 定 員=30 人

(先 着順) 費 用=4, 000 円( 材 料

費、4回分) 申込一電 話

「恋の常識 ウ ソ・ホント? 」

～20代の恋愛・結婚・性・エイズ～

日程等一下 表のとおり 対象一女

性の方 定員=30 人( 先着順)
費用=500 円( お茶代等)

- い ずれも一
場・申・問先= 青年センタ ー
3890―0061

※ いずれも時間は午後7時～8時30分

女と男のフリ ースペース

デボラ・ディスノー監督・映画「企 業 戦 士 」を 観 て
日時=9月12日( 月) 、午後6時30
分～8時30分対象一区内在住・
在勤・在学の方 内容一女性監督
の手による映画で、過労死で夫を
亡くし た米国人妻と日本人のし ゅ
うとめとの世代ギ ャップや、日米
の文化の違いが描かれてい ます。

同監督のお 話を伺いな がら、日玄
人男性の働き方や、家 族の在り方
について、一緒に考え てみません
か 定員- 30 人( 先着順) 費用=
無 料 申込一電話 塲・申・問先
一女性総合センター
3880 ―5222

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています
I . O. H. 240, 000


